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1緒 言 「

音片(又 は音叉)発 振器の発振周波数の絶対偏差を調整するのに,通 常之を標準周波

数 と比較 して同期せしめるのであるが,こ の両周波数の同期偏差を少 くとも1⑪一6以 下

におさへようとすると,之 はそ う容易な事でない。即ち通常は ドライブ又はピックアッ

プ回路に挿入せられた周波数微調整装置,或 いは之等 コイルの磁極 と音片 との空隙の微

調整等により,標 準周波数と被調整周波数 との間のリサジユ図形,或 いはビー ト整流電

流を監視 して同期せしめる。然 しこの方法セは リサジュ図形の一回転又はビー ト電流の

一周期に要する時閥ば,例 えぽ両周波数が1,000cの 場合1×10-6の 周波数偏差で1,0

⑪0秒,1×11ヒ7の 偏差では10,0⑪q秒 となる。仮 りに両周波数を逓昇 して10倍 の10,0

⑪OCど うして測定 しても1×10-6の 偏差で!00秒,1×10-7の 偏差で1,000,秒 要す

る。かかるゆつ くりした変化か ら手動的調整によって完全な同期を求めようとする事は

可成り困難である。

ここに於いて若 し被調整音片発振器の標準周波数に対する同期が,簡 単な装置により

自動的に且つ迅速に行われ,こ の同期時に於ける調整定数が解れば非常に便利である。

本題の対標準周波数調整装置は此め問題に対 し考えられた装置である。

2原 理

第1図 は本装置の原理を示す系統図である。先づ標準周波数及び毅調整周波数を一緒

に混合増幅器に加え,両 周波数を重畳 してそのピーi・を取出す。次にこのビー ト出力を

整流 し濾波器を通して直流 とし,之 を音片に取付けられた制御 コイルに流す。制御コイ

ルに電流が流れると,そ の鉄心が磁化せ られ,音 片の癸振周波数が変化する。この場合

制御コイ些の電流の増加 と共に音片の周波数が一様な方向に変化する必要がある。制御

コイルの電流の変化に基づ く周波数変化の方向及び大 きさは,発 振用両コイルの配列及

び制御コイルに電流が流れた時生ずる磁極の極性によって異って来るが,電 流増加 と共

に一様に周波数が降下 し,そ の上制御 コイルに電流を流すことによって生ずる音片の特 .

性に及ぼす影響の最 も少い配列法,即 ち対称配列中央同極が見出されて居る。之にっい

ては別に詳細な報告(1)が あるので本文に於いては省略するが,本 装置に於いても対

称配列中央同極の配列法を用いる事にする。
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　今標準周波数及び被調整周波数の電圧及び角周波数を夫々E，，ω、扱びEc，ω。とし

　　　　　ωc＝ωs十△ω　　　　　　　　　　　　　　・　であり‘　“

且つ甲・とωcの位相差をθとすると，混合審出力の制御電圧eは
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となり，この振幅は

fi＝o，2πで最大，

汐＝π，で零となり，従

って制御電流も6＝◎，

2πで最大，S・＝πで零

となる。

　さて被調整音痴周波

数が標準周波数に対し

僅か匠高ければ，この

制御電流の増加に従っ

ズ次第に周波数が低下

し，ある電流値で完全

に標準周波数とある位

相差を以て一致し，制

御電流の変化は停止す

る。即ち此の値の電流

を制御コイワセに流せば，

音片発振器周波数は完

全に標準周波数と一一St．

するわけである。而し

て此の制御電流の変化
による自動同期作用と同時に，手動的周波数調節とを併せ行うなら，極めて迅速に同期

電流値を見出することが出来る。
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　制御コイルの電流の変化による周波数変化率は音片のQ，制御コイルの形状及び構造

等に関係するが，特に磁極と音片との距離によって適当に加減出来る。1，000c音片の

制御コイル電流の変化と音片周波数変化との関係の一例を第2図に示す。

　今例えば1mA当りの

周波数変化率が3×10｝6

である場合，翻御電流が

◎から1GmAまで変化す

るなら自動同期範囲は3

’×10　一sである。即ち被

調整音片周波数が標準周

波数より3×10　一5以内

の偏差で高ければ自動的

に同期することとなる。
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　次に標準周波数として標準電波の1，000cを用いて較正する場合に就いては，雑音及び「

フ＝eジングの影響を除くため，第1図に示す如く受信機出力を1，0⑪9c澤出音片を通

して雑音等を除き，次に振幅制限器を通し，之により一定振幅の1，欝。標準周波数を

得て混合器に導けばよい。

　又標準周波数と複調整音片周波数は必ずしも同一滴波数でなくとも，両者の闇に整数

比の関係があれば本方式によって，同様嗜調整出来る。即ちその一方又は両方の周波数

を適当に逓二又は逓降して，同一周波数としてそのビート出力を同様に制御コイルに流

せばよいQ

　以上の如く本方式に於いては制御コ6ルを流れる電流によって自動同；期せしめ，その

向期時の制御電流に等しい大きさの電流を常時制御コイルに流すことによって周波数偏
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差の調節を行 うものである。従って若 しこの制御 コイル電流が変化する時は,音 片周波

数 も変化 して,音 片発振器安定度の低下を来すわけであるから,制 御電流を流す電源の

電圧変化が生ぜぬよう十分考慮せねばならない。叉自動同期の時 と切換えて別の電源 よ

り電流を流す場合,そ の制御 コイルを流れる電流 の方向が等 しくないと同 じ効果が得 ら

れないか ら此の点も注意を要する。

3実 験 装 置

上述の原理に基いた試作 セッ トの回路を第3図 に示す。本装置の出力端子をこは直流電

流計と制御コイルとを直列に接続 して同期時の電流を読み,之 を他の電源 と切換えて同、

じ電流値だけ制御 コイルに流す。本試作セッ トではこの電源には交流エリミネーターを

用い,定 電圧放電管によって一定電圧を保ち制御電流の変動を防いで居る。

4廉 用

上述の如 く本装置は音片発振器の発振周波数を標準周波数に高精度を以て同期せさる

目的に用いられる。

叉本装置は写真電送,模 写電送の独立同期方式に於いて,各 地に散在する独立同期用

音片癸振器を一つの標準周波数に同期させるような場合に用いて便利である。又本装置

は音片発振器の発振周波数が,放 置 しておいても自動的に標準周波数に同期する特長を

有し,一 種の吸着発振器であるか ら,写 真電送等の自動同期方式(半 独立同期方式)に

応用できよう。

最後に本研究に対 し御指導戴いた東北大学永井教授並びに本研究に協力された清水正

博君に深謝する。
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AN FREQUENCY ADJUSTING SYSTEM 

   FOR STANDARD FREQUENCY

    BY 

Mizuo KIMURA*

 The frequency adjusting system described in this paper is newly developed 

and designd for the purpose of quick and precise adjusting of the frequency 

deviation of the tuing bar  oscilltor for  the-standard frequency. Heretofore, the 

usual method of adjusting of frequency of the tuning  bar oscilltors is the one 

which is worked by hand, for example observing the Lissajous figure produced 

by cathode-ray tube. This method, however, is unsuitable for the purpose of 

quick and precise adjustment. 
 The main component elements of the newly developed system are tuning bar 

filter, amplitude limitter, frepuency mixer, frequency  control coil  which:attached 

* Assisitant Professor of Electrical Communication Engneering, Faculty of 

   Engneering, Shinshu University.
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close　by　the　tuning　bar，　etc．　lf　there　is　any　difference　in　both　frequency，　t・he

beat．frequehcy　is．　obtained　at　the　o’atput　of　the　mixex：　After　the　beat　cuTren±

iS　reC亀ified　a簸d　Changed　色O　direCt　C簸rrent，塩iS置reCtfied　C報re鍛t　flGWS　l撹0．

eontrog　coil．’　The　frequency　Qf　the　tuning　bar　changes　due　to　the　changJ’．ng　of　the

CO蹴0玉COi互C眠rr畷，　and　iS　a朧OmOtiCally　Sy且ChOrO簸ized　tO　the　Stapda’rd

亙req腫e迎Cy，　a簸d訟e簸癒e　reCtfied　C雛re就becOmeS　Ce耽ai葺60nStaitt　vagae。

．N・w；by　flO魎9磁e　Same　val聡e　Of　direct　c臓re撹aS．t醸rec免fied　C颯e鮎i鋤

撫ecO瞭◎互COi互，　by　t瓢曲9　tO癒e　anOther　direC乞eleC瓢C　SOUrCe，　the

synchoxonization　of　both　frequency　is　completed　quickly　and　precisely．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噺，．


